


喘息児リンパ球の,α一,β一 adrenergic および cholinergic receptor の機能を,Wybran

らの active-E-rosette forming ce11(以下 ActiveE)に対する影響を指標として検討した。

型のごとくFicon-Conrayを用いて分離した健康人末梢血リンパ球では,α一adrenergic(I

-phenyIephrine),cholinergic(carbachol)agen刺激により対照に比し,ActiveE は増加し,

β一 adrenergic(procatero1)agent により,ActiveEは,減少した。喘息児リンパ球では,pr

ocateroI に対する反応性は,低下している者が多く,一部には反応が逆転して,ActiveE が

増加する者があった。また,carbacho1刺激に対しても,健康人の至適濃度では,反応の低下

,逆転する者が存在した。さらに,dose-response を検討したところ,ActiveE 増加をきたす

至適濃度がより低濃度へ,shift していることが判明した。一方,I-phenylephrine に対する

反応は,比較的良く保たれていた。喘息児リンパ球における、ヒ記反応異常と,患児の年令,

治療様式,IgE 値等の間に有意の相関はなかった。 


